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指導マニュアルと小道具が

授業を盛り上げていく。

このDVDを補強するために同本部では指導マニュアル

と小道具も用意した。どちらもPDFで同本部ホームペー

ジ内に納められていて、無料でダウンロードができる。

指導マニュアルには、「シナリオのどこで何をポイントに

するか」や途中でしておきたい質問、紙芝居を読むときの

注意事項が並んでいる。

例えば

【（主人公の）ともこちゃんがニコニコしている理由を考え

させる（親切にした人の心の動きに気付かせる）】という

ポイントがあり、【「ありがとうと」言われるとニコニコしてし

まう理由】を子どもたちに聞いてみましょう。という設問の

ヒントが書かれている。

小道具の方は、黒板に貼り付けることのできる、登場

人物のイラストや板書のタイトルだ。これを黒板に貼りな

がら、質問をすることで子どもたちの理解はぐんと深まる

し、文字を書く時間も省けるのでスムーズに授業が展開

するのだ。前述のマニュアルには、どのタイミングでこうし

た道具を使うかというヒントも書かれていて、非常に細か

く配慮されているといえるだろう。

また、もう少し大きなサイズの紙芝居でないと、みんな

で見ることができないというような要望もあった。大型の

紙芝居はコストもかかってしまうので、その代わりにPDF

版の紙芝居を用意してダウンロードできるようにした。パ

ソコンとプロジェクターを使えば、大きな画面で見られる

ようになったのである。できあがった教材は早くも活発に

ダウンロードされて使用されているという。

今いちばん日本に必要なものは「心の教育」だろう。こ

の試みがさらに促進されるよう見守っていきたい。

助成団体

社団法人「小さな親切」運動本部

http://www.kindness.jp/

担当者より

より多くの人たちに

教材を利用していただけ

るようになりました。

社団法人「小さな親切」運動本部
事務局長

山橋由貴子さん

AJOSCのご助成をいただいた紙芝居をより多く

の学校で使っていただくことを目的に、今回の改

良を行いました。生徒さんや先生方からの反応は

たいへん好意的なものばかりです。紙芝居という

媒体が伝えるものは想像以上でした。これからも

「心の教育」プロジェクトを推進していきますのでよ

ろしくお願いいたします。
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子どもの健全育成支援事業への助成 「紙芝居による『心の教育』プロジェクト

紙芝居とITの融合で
「心の教育」がパワーアップ！

2007年度にAJOSCの助成で完成した「心の教

育」プロジェクトの3種類の紙芝居が、高い評価を

受けている。社団法人「小さな親切」運動本部では、

全国から寄せられた意見などを参考に、プロジェ

クトを推進するため、紙芝居のモデル授業をDVD

にまとめて全国に無料提供しはじめた。

授業の進め方が難しい「心の教育」。

そこで実習映像をDVD化。

社団法人「小さな親切」運動本部が、「みんなでしんせ

つさんになろう」をスローガンに作成した3種類の紙芝居

のことは、昨年度の報告書でお知らせしたので記憶されて

いる方も多いだろう。小学校低学年向けの「しんせつっ

てなぁに？」、中学年向けの「マー君いいとこあるじゃん」、

高学年向けの「折り鶴の奇跡」の3つの紙芝居はその後、

全国の小学校に貸し出され、好評を博した。とともに、さ

まざまな意見も集まった。

同運動本部の事務局長 山橋由貴子さんは

「例えば、こちらの教材の方が低学年にはよいのではない

かとか。この紙芝居を使ってうまく授業ができる方法を知

りたいというような実践的なご意見を伺いました」と語る。

教育の現場から集まった声に手応えを感じた同本部

では、さらにわかりやすく楽しい授業をしてもらうため2008

年度はいくつもの教材を開発した。

そのメインとなるのが、紙芝居を使ったモデル授業の

DVDだ。掛川市立 中小学校の協力で実際に行った授

業の模様を収録したのである。その内容を少しご紹介

する。

「みんなぁ、親切ってどういう意味だかわかるかな？」と

先生が尋ねると、子どもたちが手を元気にあげる。先生

に指名された男の子が「人ができないことを手伝ってあ

げる」と答えた。他の子は頷いたり、首をかしげたりして

いるが興味津 と々いう感じだ。紙芝居をみせたあとは、み

んなに登場人物の気持ちなどを尋ねたり、ロールプレイ

を行って実体験を行い、最後に自分の意見などを発表し

たり、ワークシートに記入するようなプログラムだ。

子どもたちをどのように紙芝居に引きつけていき、感情

を引き出すのかなど、ライブの臨場感が伝わってわかりや

すいものになっている。

～みんなで『しんせつさん』になろう～」事業

配布しているマニュアル 「小さな親切」運動本部のホームペー
ジから、紙芝居・指導マニュアル・小
道具など素材のダウンロードやモデ
ル授業のサンプル動画も視聴できる。

紙芝居を使った授業の様子

小道具を黒板に貼り付けわかりやすく授業が進む
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